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ハンドル ・ カートリッジの交換方法

代表的な水栓のハンドル ・ カートリッジの交換方法です。 対象の代表展開図および部材の画像 ・工具と合わせてご確認ください。

①ハンドルを上げ、カバーフタの

引っ掛け部を「マイナスドライバー」

などで上に開きます。

②付属の「六角レンチ」で六角ビスを

2回転ほどまわしてゆるめます。

⑥指定寸法の「ソケット」と「ラチェット

ハンドル」で、締付ナットを反時計

回りにまわしてゆるめ、締付

ナットと古いカートリッジを一緒

に取外します。

⑦新しいカートリッジの底にベース

パッキンが付いているのを確認

してから、底の凸部が混合栓本

体の凹部に合うように差込んで

ください。

⑧①～⑥の逆の手順で組直して
ください。

取付けの際に、Oリング

を傷つけないように注意

してください。

●六角または十二角ソケット
　（対辺26ミリ）

●マイナスドライバー
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①ハンドルを右に倒し、カバーフタの

引っ掛け部を「マイナスドライバー」

などで開きます。

＊作業の前に必ず止水栓を閉めて止水してください。

＊交換後、水もれがないかを確認してください。

●ラチェットハンドル

上ハンドルの場合

約2回転

③ハンドルを斜め上方向に抜取り

ます。

④軸を手で手前に戻します。

⑤化粧カバーの内側に「マイナス

ドライバー」などを引っ掛けて、

少し浮かせてから上に抜取ります。

内側

ベースパッキン
凸部

カートリッジ

混合栓本体

締付ナットは適度な力で締付けてください。締付けすぎるとハンドル

の動作が固くなり、操作しづらくなります。

横ハンドルの場合必要な工具

＊作業の前に必ず止水栓を閉めて止水してください。

②付属の「六角レンチ」で六角ビスを

2回転ほどまわしてゆるめます。

約2回転

③ハンドルを斜め下方向に抜取り

ます。

④軸を手で中央に戻します。

内側

⑤化粧カバーの内側に「マイナス

ドライバー」などを引っ掛けて、

少し浮かせてから抜取ります。

⑦新しいカートリッジの底にベース

パッキンが付いているのを確認

してから、底の凸部が混合栓本

体の凹部に合うように差込んで

ください。

取付けの際に、Oリング

を傷つけないように注意

してください。

⑧①～⑥の逆の手順で組直して
ください。

締付ナットは適度な力で締付けてください。締付けすぎるとハンドル

の動作が固くなり、操作しづらくなります。

＊交換後、水もれがないかを確認してください。
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混合栓本体
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外径35ミリ以下

差込み長さ

30ミリ以上

26ミリ

⑥指定寸法の「ソケット」と「ラチェット

ハンドル」で、締付ナットを反時計

回りにまわしてゆるめ、締付

ナットと古いカートリッジを一緒

に取外します。


